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　The methylen-b】ue reduction test is an useful method for appreciation of semen quality.
　This experiments was conducted to determine the effects of anesthetics(Oltopan sodium, Isomytal
sodium, Procain HCl and Nupercain) on the methylen-blue reduction time of goat spermatozoa.
Semen sample was collected from ３ goats by artificial
washed tヽvicewith Ca free Krebs Ringer Phosphate
　vagina. We use in our experiments the semen
(K. R. P. ) solution just after collection. Each
washed semen sample was then diluted at the rate of Ｊpart semen to 10 part of the addition anesthetics
in Ｋ. R. P. diluent, the methylen-blue test made, and the methylen-blue reduction time after an hours
incubation 38°Ｃ. determined. T he resultsare summarized as follow : methylen blue reduction time
showed rapidly rate in the addition anesthetics semen samples than control whithin the limits of
concentration of thisexperiment. EspeciallyIsomytal sodium 25mg/cll and Nupercain 50mg/dl content
of these semen samples was rapid】yreducted with the resultsof the test.The deta also showed that the
methylen-blue reduclion time of fresh semen samples was correlated with the fructolysisof spermatozoa
after incubation at 38°Ｃ‥
　筆者らは家畜精子を体外で長期に保存する手段の１つとして，代謝抑制物質である麻酔剤を精
子に添加して細胞内の内在性エネルギーの消耗を少くし，精子の生存性を延長する方法を試み，
Barbitur酸系誘導体および局所麻酔剤の2～3種にその効果のあることを認めた。田更にこれら麻酔
剤が精子の代謝におよぽす影響についても検討した。その結果Barbitur酸系誘導体は精子の呼吸を
著しく抑制し,その代償として解糖を促進することによって活力を維持することを認めた。又局所麻
酔剤は精子の運動性に刺戟を与,えるとともに呼吸および解糖を促進することが明らかとなった。(2J
‘Beck & Salisbury'^', Van Ｄｅｍａrk(ｏらは　Methylen-blue reduction test (以下M. R.T.
と略記)において精子はMethylen･blue稀釈液を還元して脱色するが，脱色時間の速度が精子の
還元能力とくに解糖能，生存性に相関があると報告している。即ちVan Ｄｅｍａｒk(4)はM.R.T.
と糖消費量の間に-0.55, M. R. T.と乳酸畜積量との間に-0.04,又M. R.T.と生存性との間
に-0.52という極めて高い有意性があると報告している。今回はこのような精子のM. R.T.と代
謝との間の相関が上記麻酔剤を添加した精子においてはどのように変化するかを硝｡かめるために本
実験を行った。
　　　　　　　　　　　　　　（実験材料および方法）
　実験材料としてはSaanen種山羊３頭より人工腔法で採取した精液をKrebs Ringer Phosphate
buffer (以下K. R. P.)で２回洗篠して用いた。この洗肢精子を30°Ｃの温水槽の中で各濃度の麻
酔剤を添加したK. R. P.で10倍に稀釈した。更にこの稀釈精液１ｍｌに対し0.1 mlのMethylen･
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blue液(ｏを添加混合し, Wasserman試験管に分注して38°Ｃのガラス恒温楷内でその脱色に要
する時間を測定した。供試麻酔剤としてはBarbitur酸系誘導体のOlto-pan Sodium, Isomytal
Sodiumの２種と局所麻酔剤のProcain HCl とNupercainの２種を用いた。
(実　験　結　果)
1) Barbitur酸系誘導体添加精子のM. R. T.
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Fig. 1　Effect of the Olto-pan Sodium on the Ｎ. R. T. of the Goat Spermatozoa
　Oltopan sodiumを添加した精子のM. R. T.の成績は第１図に示す通りである。本実験に供試
した麻酔剤の濃度の範囲（25 mg/dl～200 mg/dl）七は添加濃度が濃くなるにつれて還元時間は短
縮される傾向を示した。第１図の呼吸（Z02），糖消失ｍ（Zヤ）ならびにニL酸蓄積量（Z?2）は前
報（1）の試験成績を図示したものであるが，この成績からOltopan sodium は精子の呼吸を抑制し
その代償として解糖を促巡して精子の運動性を維持しょうとずる働きのあることが認められた。こ
の結果を今回のM.R.T.の成績と比較検討してみると，前記のVan Ｄｅｍａｒk（ｏが報告した精子
のM. R. T.と糖消失量ならびに乳酸蓄積ｍとの間の高い相関は，麻酔剤を添加した精子におい
てもこの関係か保持されることが明らかになった。　　　　　　　　　　｀
　Isomytal sodium を添加した精子のM.R.T.の成績もOltopan sodium 添加区同様麻酔剤の
無添加の対照区に比べ脱色時間が著しく短縮され，特に25mg/dlの添加濃度区において顕著に認
められた（第２図）。 50 mg/dl 以上｡の添加濃度では呼吸阻害が強くあらわれ，これに起因するエネ
ルギー不足が精子の迎勁性を急激に低下さすために還元速度は比較的緩慢となった。しかしながら
運動性が著しく阻害された100 mg/dl 以上の濃度の麻酔剤を添加した試験区においてもなおそれ
以下の添加濃度区よりも還元時間が短縮されている。　このような高濃度のIsomytal sodium を添
加することによって精子のみせかけの迎動性が低下しているように認められるが，呼吸抑制からく
るエネルギー不足を償うために解糖系を著しく促進しているために，この解糖と相関のあるM. R.
Ｔ．の還元時間も短縮されたのではあるまいか。
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　　　　　　　　　　　　　　　Concentrationof Isomytal Sadium.
Fig. 2 . Effect of the Isomytal Sodium on the Ｍ. R. T. of the Goat Spermatozoa.
2）局所麻酔剤添加精子のM. R.T
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.Fig. 3　Effect of the Procain HCl on the Ｍ. R. T of the Goat Spermatozoa.
　Procain HCl を添加した精子のM. R.T.の成績は第３図に示す通りである。
　Procain HCl の添加(250 mg/dl ～500 mg/dl)は精子の運動性に刺戟を与え，異常なほどの活
溌な運励起|を示した結果，精子の代謝量が増加した。 M.R.T.の還元能力においてもこの代謝量
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の増加と同様の傾向を示し，脱色時間の短縮か顕著に認められた(250 mg/dl)。他の麻酔剤に比べ
て100 mg/dl という高濃度でも精子に悪感作を育らすことの少かっかProcain HCl も2000 mg/dl
以上の濃度では精子の運動性が除々に低下し, M. R.T.も遅延の傾向を示している。
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Fig. 4　Effect of the Nupercain on the Ｍ. R. T. of the Goat Spermatozoa.
　Procain HCl とは逆に添加濃度の許容範囲の幅が非常に狭かったNupercainは本実験において
も50 mg/dl の濃変では運勁性の刺戟がProcain HCl よりも更に強くあらわれ，脱色時間も顕著
に短縮されたが, 100 mg/dl 以上｡の濃度ではｐＨの低下などの要因で粒子の生存性に強い阻害を
受け，解糖系が抑制されるとともに還元晴閃か著しく遅延される傾向を示した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（要　　　　　　約）　　I‘
　静脈麻酔剤と局所麻酔剤の数種を山羊精子に添加して，精子の生存性および代謝におよぼす影響
について調べているが，今回は麻酔剤添加精子のM. R.T.を測定し，前報における解糖成績と比
較検討した。実験材料および方法としては，２回洗濡した山羊精子を各濃度の麻酔剤を添加した
Ｋ．Ｒ．Ｐ．で稀釈し，如量のMethylen-blue溶液を加え, Wasserman試験管に分注して，38°Ｃ
の温水中で還元時間を測定七だ。
　1) Barbitur酸系誘導体添加粒子のM. R. T.
　Oltopan sodium, Isomytal sodium 添加の両試験区とも本実験に供試した濃度の範囲では無添
加区に比較して添加濃度が濃くなるにつれてM.R.T.の還元時間は短縮される傾向を示した。と
くに工somytal sodiumの添加精液区においてその傾向が顕著であった。これは前回のBarbitur酸
系誘導体が精子の呼吸を抑制しその代償として解糖を促進した結果と一致した。
　2）局所麻酔剤添加精子のM. R.T.
　Procain HCl およびNupercainの50 mg/dl 以下の濃度では添加による刺戟で精子の運動が活
溌となり，解糖能が促進されM. R.T.の還元時間か短縮される傾向を示した。　しかしながら，
の･Methylen-Blue Reduction Test におよぽす麻酔剤の影響（町田他 45
Nupercainの　100 mg/dl 以上の添加濃度では，精子の運動性が急激に低下するとともに還元時間
は遅延した。
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